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ご注意

保証
Hewlett Packard Enterprise Development LP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明

示的な保証文によってのみ規定されるものとします。ここでの記載は、追加保証を提供するものではありません。ここに含ま

れる技術的、編集上の誤り、または欠如について、HPEはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限
機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPEからの有効な使用許諾が必

要です。商用コンピューターソフトウェア、コンピューターソフトウェアに関する文書類、および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されま

す。

著作権について
© Copyright 1992 - 2016 Hewlett Packard Enterprise Development LP

商標について
Adobe®およびAcrobat®は、Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登録商標です。

Google™およびGoogleマップ™は、Google Incの商標です。

Intel®およびPentium®は、 Intel Coporation の米国およびその他の国における商標です。

Microsoft®、Windows®、Windows®XPおよびWindows Vista ®は、米国におけるMicrosoft Corporationの登録商標で

す。

OracleおよびJavaは、Oracleおよびその関連会社の登録商標です。

ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

l ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

l ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

l ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで確認できます。

https://softwaresupport.hpe.com 。

このサイトを利用するには、HPE Passportへの登録とサインインが必要です。HPE Passport IDの登録は、次のWebサイト

から行なうことができます。https://softwaresupport.hpe.comにアクセスして [Register]をクリックしてください。

サポート
HPEソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。https://softwaresupport.hpe.com

HPEソフトウェアが提供する製品、サービス、サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HPEソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型の技術

サポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。HPソフトウェアサポートのWebサイトでは、次のようなことができます。
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l 関心のあるナレッジドキュメントの検索

l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

l ソフトウェアパッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPEサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HPE Passportユーザーとしてご登録の上、サインインしていただく必要があ

ります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HPE Passport IDを登録するには、次のWebサイトに

アクセスしてください。https://softwaresupport.hpe.comにアクセスし、 [Resister]をクリックしてください。

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

https://softwaresupport.hpe.com/web/softwaresupport/access-levels

HPEソフトウェアソリューション、統合、およびベストプラクティス
HPE Software Solutions Now (https://softwaresupport.hpe.com/group/softwaresupport/search-result/-

/facetsearch/document/KM01702710)サイトでは、HPEソフトウェアカタログに掲載のプロダクト間の連携や統合方法の閲

覧、情報の交換、ビジネスニーズを満たすソリューションの検索を行うことができます。

Cross Portfolio Best Practices Library (https://hpln.hpe.com/group/best-practices-hpsw)では、さまざまなベストプラク

ティスドキュメントや資料を閲覧できます。
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新機能
モバイル・テストの強化
本バージョンのUFTは，ネイティブおよびハイブリッドの両方のモバイル・アプリケーションに対す
る拡張機能をサポートします。次のことが実行できるようになりました。

l 新しいMobile Centerウィザードからテスト用のデバイスとアプリケーションを直接設定できま
す。

l 非パッケージ・アプリケーションをテストすることができます。これにより，アプリケーションをパッ
ケージ化してMobile Centerにアップロードする必要がなくなりました。

l デバイスのネイティブ・ブラウザ(iOS デバイスの場合はSafari，Androidデバイスの場合は
Chrome)を使用して，モバイルWebアプリケーションをテストできます。

l その他 ...
詳細については，Mobile Centerヘルプを参照してください。

APIテスト用の新しいDockerアクティビティ
UFTで，コンテナ化されたDockerアプリケーション上でリモート・アクションを実行できる，新し
いDockerアクティビティが提供されるようになりました。

これらの新しいアクティビティを使用すると，次のことを実行できます。

l アプリケーションを格納しているDockerコンテナのイメージをダウンロード

l アプリケーションを格納しているイメージを実行

l 現在テストを実行しているコンテナを停止

また，ユーザはUFTの標準アクティビティを使用して，Dockerコンテナからアプリケーションをテ
ストすることもできます。

APIテスト用のODataプロトコルのサポート
UFT を使用して，OData RESTサービスをテストできるようになりました。

1. ODataサービスをRESTサービスとしてインポートします。ファイルまたはURLからサービス
をインポートできます。

2. サービスのリソースおよびメソッドを使用して，テストを構築します。

UFTは，他のRESTサービス・テストと同様にそのテストを実行します。

Chromeエミュレータ・デバイスの設定
Chromeエミュレータ設定 XMLを手動で編集して，Chromeエミュレータ用のデバイスを設
定および追加できるようになりました。
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Amazon Web Services Marketplaceからの
UFTテストの実行
Amazon Web Services (AWS)は，大規模な投資や保守なしで，エンタープライズ・プロジェ
クトの実行に必要なインフラストラクチャにアクセスする際に役に立ちます。

AWS を使用することで，オペレーティング・システムとブラウザの複数の組み合わせにUFTの
最新バージョンがプリインストールされたシステムにアクセスできるようになりました。これにより，
必要に応じて，UFT を従量課金方式で使用することも可能です。

Amazon上で UFT を開始するには，ここを参照してください。

Chromium Embedded Frameworkコントロール
のサポート
UFT を使用して，Chrome埋め込みコントロール(Java CEFやAdobe CEP など)を含むアプ
リケーションをテストできるようになりました。

BPTテスト用の合成データの生成
パラメータが取り得るすべての値を手動で作成する代わりに，BPTテストの組み合わせジェ
ネレータを使用して，テスト実行用の合成データを作成できるようになりました。

テストの組み合わせジェネレータで，値を自動的に生成するパラメータを選択します。次に，
パラメータのタイプと形式を選択します。

UFTは，組み込みの辞書を使用して，取り得る値のリストに生成されたデータを入力しま
す。

UIオートメーションの更新
UFTのUIオートメーション・サポートにより，UFTは，Microsoft WindowsのUIオートメーショ
ン・フレームワークを実装した任意のアプリケーション内のオブジェクトを認識できます。

これは，UFTの現在のテクノロジ・サポートではテスト・ニーズが十分満たされない場合に特
に便利です。

UFT 12.53では，次のサポートが追加されています。

l 事前にモードを選択しなくても，オブジェクトのスパイおよび学習中に通常のスパイ・モード
と学習モードを切り替え

l 標準設定のスパイ・モードと学習モードをUIオートメーションに設定

l 新しいUIオートメーション・テスト・オブジェクト・メソッド，ネイティブ・メソッド，およびオブジェ
クトの認識プロパティを使用して，テストを拡張

Webアクセシビリティ・ツールキットの更新
UFTは，HTML role プロパティを使用しているオブジェクトを認識するために，Webアクセシビ
リティ・ツールキットをサポートします。Webアクセシビリティ・ツールキットは，ハンディキャップがあ
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るユーザがアクセス可能なデジタル・コンテンツを作成するために使用されます。

UFT 12.53では，次のWebアクセシビリティ・ツールキットのサポートが追加されています。

l すべてのWeb 2.0ツールキット

l Webベースのアドイン

l モバイル・ブラウザのテスト

l Chromeエミュレータのテスト

さらに，新しいテスト・オブジェクト・メソッドおよびプロパティの追加により，より深みのあるテスト
を実現できます。

デモ・アプリケーションへのJSON Swaggerの説
明の追加
デモ・アプリケーションに，REST サービスのインポートの演習に使用できるSwagger
REST APIが組み込まれるようになりました。

このデモ・アプリを使用して，UFTチュートリアルを実行します。

テキスト認識の更新
次のことが実行できるようになりました。

l テキスト認識設定の切り替えにより，テスト・パフォーマンスやテキスト認識精度を向上

l 外部定義されたファイルから，Tesseract OCR テキスト認識エンジン用の設定をロード

新しいテクノロジとフレームワークのサポート
このバージョンのUFTには，新たにサポートされた次のテクノロジとフレームワークが含まれてい
ます。

l 最新バージョンのFirefoxおよび Chrome用のサポートの更新 (Unified Functional
Testing使用可能製品マトリクスで定義 )

l Angular JS 1.2/1.4
l Autopass License Serverバージョン 9.1
l DevExpress WPF(UIオートメーション・アドイン経由 )
l Hummingbird 14 ターミナル・エミュレータ

l Infragistics WPFおよびWinForms(UIオートメーション・アドイン経由 )
l Microfocus WebToHost 6.70 ターミナル・エミュレータ

l Microfocus WebToHost 6.80 ターミナル・エミュレータ

l MS Dynamix AX 2012(UIオートメーション・アドイン経由 )
l NWBC 5.0/6.0
l QT5 QTQuick(UIオートメーション・アドイン経由 )
l Visual StudioでコンパイルされたQT 5.3ウィジェット

l SAP Ariba
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l SAP Concur
l SAP FieldGlass
l SAP GUI 7.40
l TCPLink 3.50-01
印刷用のドキュメントがPDF形式で提供されています。

表示するには次のリンクをクリックします。Unified Functional Testingの新機能

その他の参照項目：
l 「UFT 12.52の新機能」(8ページ)
l 「UFT 12.51の新機能」(12ページ)
l 「UFT 12.50の新機能」(15ページ)
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UFT 12.52の新機能
モバイル・テストの機能強化
クロス・プラットフォーム・テスト，ジェスチャ・サポート，データ駆動のデバイスとブラウザ，およびテ
キスト認識の新機能によりモバイル・テストを機能強化します。

さらに，プロキシ経由でMobile Centerに接続し，モバイル・デバイス上のFiori アプリケーショ
ンをテストし，Business Process Monitorと統合できるようになりました。

Chromeのモバイル・エミュレータを使用して，Mobile Centerに接続せずにモバイル・デバイス
をテストすることさえも可能です。

モバイル・テストの詳細については，「Mobile Center 1.52の新機能」およびMobile Center
1.52ヘルプのUFTの項を参照してください。

モバイル・テストの既知の問題がMobile Center Readmeにリストされるようになりました
(Passportが必要 )。

UIオートメーション・テスト (テクノロジ・プレビュー)
Microsoft Windows UIオートメーション・フレームワークを使用して，アプリケーションをテストで
きるようになりました。

これにより，UFTの既存のテクノロジ・サポートがアプリケーションのテクノロジに対応していない
場合や，既存のテクノロジ・サポートではテスト・ニーズを満たすのに不十分な場合でも，その
アプリケーションをUFTで扱うことができます。

LeanFTの機能強化
LeanFTのアップデートには，Eclipseでのアプリケーション・モデルのサポートと，オブジェクトの
認識の機能強化が含まれています。

詳細については，「LeanFT 12.52の新機能」およびLeanFTヘルプセンターを参照してくださ
い。

UFTでのBPTの機能強化
Test Cases Generator によるBPTテストのテスト設定の作成

UFTに組み込まれている Test Cases Generatorを使用して，ビジネス・プロセス・テストのテ
スト設定を自動的に生成できるようになりました。

テストのパラメータについて，そのデータの複数の組み合わせを手動で作成するのではなく(こ
れは時間のかかる処理になる可能性があります)，いくつかのアルゴリズムに基づいて，すべて
の組み合わせを生成するようにUFTに指示します。

サポートされるアルゴリズムには，線形，ペア，またはトリプルの組み合わせがあります。

BPTの実行条件

新機能
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GOTOまたはSKIP 実行条件を使用して，ビジネス・プロセス・テストの実行方法を制御で
きるようになりました。

注 : GOTO条件は，ALMバージョン 12.50パッチ 1以降でのみサポートされています。

BPTのレポート

l ビジネス・プロセス・テストの実行結果をRun Results Viewerスタイルのレポートのほかに，
HTML レポート形式で表示できるようになりました。

l ビジネス・プロセス・テストについて，KPI指標レポートを ALMで表示できるようになりまし
た。

Microsoft Edgeブラウザのサポート
UFTのブラウザ・サポートが拡充され，WebページまたはアプリケーションのテストをMicrosoft
Edgeブラウザで実行できるようになりました。

ロールベースのHTMLオブジェクトのサポート (テ
クノロジ・プレビュー)
Webアクセシビリティ・ツールキットを使用することで，UFTがHTMLロール・プロパティをサポー
トするようになりました。

これにより，HTMLロール・プロパティを使用するオブジェクトを正しく認識し識別できます。

さらに，既存のWebサポートに次のオブジェクトが追加されました。

l WebMenu

l WebTabStrip

l WebTree

APIテストのサポートの拡張
Swagger REST サービス定義ファイルからREST APIをインポートできるようになりました。
UFTは，REST サービスのモデルを作成し，［ツールボックス］表示枠にRESTサービスとして
追加します。

APIテストはWSDL ファイルから自動的に生成できます。WSDL ファイルの場所を指定し，イ
ンポートするサービス(実行する必要があるテストのタイプ)を決定するだけで，UFTによってテス
ト (テスト・ステップとステップのプロパティ値を含む)が自動的に作成され，それをUFTから実
行できます。

自分のテストについて，APIテストの一般的な JMS プロパティをデータ・ソース(テスト入力パラ
メータまたは変数 )にリンクすることもできます。これにより，アプリケーションの場合と同じ方法
で，値を動的に提示できます。

新機能
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Network Virtualizationとの統合
Network Virtualizationは，実際のネットワーク条件をシミュレートしてテストすることで，アプリ
ケーションの正確さ，信頼性，パフォーマンスを改善します。

UFT とNetwork Virtualizationを統合し，ネットワークのさまざまなエミュレーションと条件の下
で，UFT GUIテストを実行できるようになりました。

l NV テスト・オブジェクトを使用し，ネットワーク仮想化サーバにデプロイされているネットワー
ク・エミュレーションを開始します。

l アプリケーションのテストが終了したら，エミュレーションを停止します。

l 1つのテストの中で，複数のネットワーク・プロファイルを組み合わせます。

l UFT実行結果にエミュレーションの詳細を表示します。

製品の機能強化
Web
Extensibility

Web Extensibilityプロジェクトのオブジェクトをコンテナ・オブジェクトにして，
オブジェクト・リポジトリ内のテスト・オブジェクト階層をよりよく整理できるよう
になりました。

詳細については，help/Extensibility フォルダにある『Web Extensibility開
発者ガイド』を参照してください。

クイック・
ウォッチ

テストのデバッグ時にクイック・ウォッチを(別のウィンドウとして，またはテストや
コンポーネント内のフローティング・ツールヒントとして)使用して，変数，オブ
ジェクト，または式の値を表示できます。これにより，UFTデバッガの機能
全体を使用せずに，テストのデバッグを素早く実行できます。

テキスト認
識

新しいTesseract OCR テキスト認識エンジンを選択して，アプリケーション
でテキスト認識を行うことができるようになりました。

ライセンス UFTが，Autopass License Serverバージョン 9.0 と統合されました。これ
には，ライセンスの使用状況をよりよく追跡するための次のような機能があ
ります。

l ライセンス・サーバの使用グラフ

l 機能ごとの使用履歴グラフ

l 使用ハブとの統合

詳細については，Autopass License Serverに付属する『Autopass
License Server User Guide』を参照してください。

新しくサポートされた環境
Firefoxおよび Chromeの最新バージョンのサポートの更新。

特定のブラウザ・バージョンの詳細については，HP Unified Functional Testing使用可能製
品マトリクス(「HP サポート・マトリクス」ページ・サイトから入手可能 )を参照してください。
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その他の参照項目：
l 「UFT 12.51の新機能」(12ページ)
l 「UFT 12.50の新機能」(15ページ)
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UFT 12.51の新機能
ハイブリッド・モバイル・アプリケーションのサポート
UFTで，ハイブリッド・アプリケーションおよび HP Mobile WebアプリケーションのWebオブジェ
クト用のWebテスト・オブジェクトを作成できるようになりました。

Bambooサーバ上でのCIテストの実行
UFT用に設計された特別なプラグインを使用して，Atlassian Bambooサーバ上で継続的
インテグレーション(CI)テストを実行できるようになりました。

このプラグインを使用すると，ビルド・プロセスの一部としてのタスクの作成，テストの実行，およ
びあらゆるCIビルドの一部としての結果の表示を行うことができます。

LeanFTの機能強化
LeanFTは，Mobile Centerを通じたモバイル・テストと，サポート対象のALMバージョンを使
用したテストの実行をサポートするようになりました。

詳細については，LeanFTヘルプセンターおよびMobile Centerヘルプを参照してください。

製品の機能強化
このバージョンのUFTには，次の製品の機能強化が行われています。

Mobile l テストのサイレント実行：このパフォーマンスの向上によって，HP Mobile
Centerのリモート・アクセス・ウィンドウを開かずに，モバイル・アプリケー
ション上で UFTテストを実行できます。

Device.OpenViewerステップを組み込むことで，テストのサイレント実
行中に，必要に応じてリモート・アクセス・ウィンドウを開くことができま
す。これにより，テストでビットマップ・チェックポイントを実行したり，
Insightオブジェクト上でステップを実行したりできます。これらのステップ
の実行後に，テストにDevice.CloseViewerステップを組み込んで，テ
ストのサイレント実行を続行できます。

l SSL のサポート：UFT をHP Mobile Centerに接続する際に，SSLを
使用できるようになりました。

l ジェスチャのサポート：マウスまたはその他のポインティング・デバイスを使
用して，HP Mobile Centerのリモート・アクセス・ウィンドウ内で直接，
デバイス上のアプリケーションをパン(iOS)，スワイプ，ロング・タップできる
ようになりました。
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BPT l テストのコンポーネントに異なるアドインに基づくアプリケーション領域が
含まれている，ビジネス・プロセス・テストを実行できるようになりました
(以前は，最初のコンポーネントのアプリケーション領域のアドインに基づ
いてテストが実行されていました)。

l 手動コンポーネントを自動 UFT コンポーネントに自動的に変換できま
す。

l ビジネス・コンポーネントを Sprinter XMLデータ・ファイルから直接作成
できます。

l ［ツールボックス］表示枠の新しいボタンを使用することにより，コンポー
ネントのビジネス・プロセス・テストへの追加時に，コンポーネント・パラ
メータをテスト・パラメータに昇格できます。

l テストの作成時に，自動パラメータ化のレベル(ユーザ入力オブジェクト
またはすべてのオブジェクト )を選択できます。

Flex FlexTableオブジェクトに .GetColumnName メソッドが組み込まれまし
た。

SiebelOpenUI l SblOUICheckBoxオブジェクトを使用すると，3状態のチェック・ボック
スをテストできます。

l ほとんどのオブジェクトが，Repository Name(RN)，UI Name(UN)，およ
び TO(Test Object)認識プロパティをサポートするようになりました。

l SblOUIDropDownButton.IsEnabled，
SblOUITable.IsRowExpanded，および SblOUIComboBox.Select メ
ソッドを使用すると，ドロップダウン・ボタンとテーブル・オブジェクトのテス
ト時に，特別なシナリオに対応できます。

DevExpress
アプリケーション

のサポート

UFTがDevExpressアプリケーションをサポートするようになり，多数の新
しいメソッドが .NET Windows Forms Add-inに追加されました。

実行結果 l ［電子メールで送信］オプションを使用すると，UFTの［レポート］タブから
HTML レポートを電子メールで直接送信できます。

l ［実行結果］タブの新しい［検索］フィールドを使用すると，実行結果
を検索できます。

l ［次のエラー］および［前のエラー］ボタンを使用すると，エラーをすばやく
切り替えることができます。

l HTML レポートを直接 Jenkinsプラグインに埋め込むことができるため，
UFT を開いたり，実行結果フォルダに移動して結果ファイルを探したり
しなくても，レポートをその他のビルド後のドキュメントとともに開くことが
できます。

Jenkinsプラグインの詳細については，https://wiki.jenkins-
ci.org/display/JENKINS/HP+Application+Automation+Toolsを参
照してください。
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ライセンス デモ・ライセンスがサーバ・ベースのオペレーティング・システムで動作するよ
うになりました。

新しくサポートされた環境
UFT 12.51では，次の新しいテクノロジとフレームワークがサポートされています。

l Firefoxおよび Chromeの最新バージョンのサポートの更新。特定のブラウザ・バージョンの
詳細については，『HP Unified Functional Testing使用可能製品マトリクス』を参照して
ください。

l Windows 10
l .NET Framework 4.6
l Visual Studio 2008またはmingw gcc 4.8.2でビルドされたQT 4.8アプリケーション

l TE Attachment Reflection for UNIX open VMS 14.1
l TE Micro Focus Rumba 9.3
l TE Attachmate Extra!X-treme 9.3
l Flex 4.14
l SiebelOpenUI 8.1.1.14 SIA
l DevExpress 10.1.5および 15.1

その他の参照項目：
l 「UFT 12.50の新機能」(15ページ)

新機能
UFT 12.51の新機能

HP Unified Functional Testing (12.53) 14 / 22ページ



UFT 12.50の新機能
モバイル・アプリケーションのテスト機能の拡張
l オブジェクト・スパイを使用して，モバイル・アプリケーション内のコントロールを調査し，そのプ
ロパティを取得できるようになりました。調査はアプリケーション内のコントロールをクリックする
だけで実行できます。

l モバイル・アプリケーション内でテスト・オブジェクトを強調表示できます。オブジェクト・リポジ
トリでテスト・オブジェクトを選択すると，コントロールがモバイル・アプリケーション内で自動的
に強調表示されるようになりました。

l テストの記録中に，任意のテスト・オブジェクトに対して標準，ビットマップ，テキストの各
チェックポイントを追加できるようになりました。

l 1つの記録セッションまたは実行セッションの間に，複数のアプリケーションに対して操作を
実行できます。後に続く各アプリケーションでステップを記録または編集する前に，記録およ
び実行の設定を変更します。

l UFT ツールバーのボタンをクリックして，テストしたいデバイスおよびアプリケーションが含まれ
ているリモート・アクセス・ウィンドウを開けるようになりました。ボタンをクリックすると，テストす
るデバイスとアプリケーションを指定するダイアログ・ボックスが開きます。デバイス上でアプリ
ケーションのインストール，再インストール，再起動のいずれを行うかを指定することもできま
す。

Webオブジェクトの認識機能の統一
UFT 12.50では，あらゆるブラウザに対してより統一されたテストを作成するための多くの機
能強化が行われています。

l いくつかのWebオブジェクト (Browser，WebEdit，WebNumber，WebRange，WebList，
WebFile など)の一部のプロパティが，複数のブラウザタイプ間で統一されたプロパティとな
るように調整されました。

l 追加 Webオブジェクトが，Chromeを含むすべてのブラウザでサポートされるようになりまし
た。

l ［記録と実行環境設定］ダイアログ・ボックスのデータ・テーブル・パラメータまたはテスト・パラ
メータを使用することで，テストの実行セッションまたは記録セッションに対してブラウザ・タイ
プを設定できます(テスト実行ごとにブラウザ・タイプを手動で変更する必要はありません)。

l Chrome記録で，［Web イベント記録の設定］を変更する機能がサポートされるようになり
ました。

Firefox用の新しいUFT拡張
Firefox用のUFT拡張が変更され，Firefoxの複数のバージョンで同じ拡張を使用できるよ
うになりました。このため，Firefoxの新バージョンがリリースされるたびに拡張をアップグレードす
る必要はありません。

この拡張は，UFTのインストール後に初めて Firefoxを開いたときから標準設定で利用可能
です。Firefoxを開いたら，この拡張を有効にしてください。
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注 : UFT Agent for Firefoxは Firefoxバージョン 33以降でサポートされています。33
より前のFirefoxバージョンをテストする場合や，Javaアプレット・テストの実行が必要

な場合は，従来のFirefoxエージェントを使用する必要があります。詳細については，

『HP Unified Functional Testingアドイン・ガイド』の「Web Add-inのクイック・リファレン

ス」を参照してください。

Lean Functional Testing
経験豊富な UFTユーザは，LeanFT を使用することで，Visual Studio，Eclipseのような開
発用 IDE で C#，Javaなどの言語を使用して Test Automationを作成できるようになりまし
た。
LeanFTには最も一般的な AUTテクノロジを対象とする包括的な SDK があり，オブジェク
トのメンテナンスと高速コード生成のための特殊プラグイン・ツールが用意されています。

LeanFTは，HP Unified Functional Testing(UFT)ユーザが容易に習熟できるように設計さ
れています。SDK オブジェクト・モデルには，よく似た機能のテスト・オブジェクトとテスト・メソッ
ドが揃っています。また，LeanFTアプリケーション・モデルおよびオブジェクト識別センター・ツー
ルには，オブジェクト・リポジトリとオブジェクト・スパイに似た機能のほかに，C#または Java
コードを容易に生成するための追加機能が用意されています。

LeanFTは，ALMなどのHP 製品との統合も提供しています。また，Jenkinsなどの継続的
統合システムに LeanFTテストを統合することもできます。
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LeanFTは，UFT インストール・ウィザードからインストールできます。お持ちのUFT ライセンス・
キーを使用することで，同じコンピュータ上で LeanFT を有効にすることができます。

また，UFTがインストールされていないコンピュータ上にスタンドアロン・バージョンのLeanFT を
インストールすることもできます。

詳細については，Lean Functional Testingヘルプセンターを参照してください。http://leanft-
help.saas.hpe.com/en/12.53/HelpCenter/Default.htm

BPTでのUFTの機能強化
UFTで Business Process Testingを使用する機能が，次のように改善されました。

l BPT ビューを使用することで，UFTで Business Process Testingのワークフローを効率化
できます。BPT ビュー(Business Process Testingユーザ向けに用意された，UFT開始
ページの別バージョン)では，一般的な多くのビジネス・プロセス・テスト・タスク(ALMへの接
続，Business Process Testingのグローバル設定の構成，ビジネス・プロセス・テスト /フ
ローやビジネス・コンポーネントの作成またはオープン，ビジネス・プロセス・テスト /フローやビジ
ネス・コンポーネントの記録開始，SAP アプリケーションのテスト /フローの学習など)を簡単に
開始できます。

l テストのキャンバス・ビューの追加：ビジネス・プロセス・テストを開くときに，グリッド・ビューのほ
かにキャンバス・ビュー(ALMと同じようなビュー)でもテストを表示できます。このビューでは，
別の視覚的表現でテストが表示されます。キャンバスには，テスト・フローの全体が表示さ
れるだけでなく，テストに含まれるコンポーネント間のリンクも表示されます。

l テスト内の反復で使用するパラメータ値をエクスポート /インポートする機能：テスト・コンポーネ
ントのパラメータ構造を Excel にエクスポートし，それらのパラメータ値を反復ごとに変更で
きるようになりました。Excel で値を変更したら，そのスプレッドシートをテストに再インポート
し，新しいパラメータ値をテスト実行に使用できます。さらに，ALMの［テスト設定］で
Excel を使用し，テスト・ラボのテスト実行に用いることもできます。

l ビジネス・プロセス・テストの記録：ビジネス・プロセス・テストのすべてのステップを同時に記録
できるようになりました。記録セッションを開始したら，必要に応じてコンポーネントを追加
し，テストを別々のユニットに分割します。ステップは関連するコンポーネント内に記録さ
れ，テスト・オブジェクトはコンポーネントのローカル・オブジェクト・リポジトリで保存されます。
これにより，これらのオブジェクトが後で使用できるようになります。

l アプリケーション内の全部または一部のオブジェクトをワン・クリックでキャプチャする機能：［キャ
プチャ］ツールバーを使用して，アプリケーション内のすべてのオブジェクト，またはアプリケー
ションの一領域内のすべてのオブジェクトをワン・クリックでキャプチャできます。これらのオブ
ジェクトは，コンポーネントのローカル・オブジェクト・リポジトリに自動的に保存され，後で使
用できるようになります。これにより，オブジェクト・リポジトリを別々に開き，そのリポジトリに
オブジェクトを追加し，オブジェクト・リポジトリをアプリケーション領域に関連付け，そのアプリ
ケーション領域をコンポーネントに関連付けるという一連の操作が必要がなくなるため，コン
ポーネントとテストの作成にかかる時間を短縮できます。

l ビジネス・プロセス・テストをさまざまなテスト設定で UFT から直接実行：これまでは，ALMか
らビジネス・プロセス・テストを実行するときのテスト設定を使用できるだけでしたが，異なる
テスト設定で UFTから直接テストを実行できるようになりました。これにより，特定のビジネ
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ス・プロセス・テスト実行で使用するデータを容易に変更できるようになったため，実行前
に，コンポーネントとテスト内の複数のパラメータを手動で変更する必要はありません。

BPTによる SAPアプリケーションのテスト
BPTパッケージ・アプリ・キットを使用して，ビジネス・プロセス・テストによるSAP GUIまたは
SAPUI5アプリケーションのテストとフローを容易に作成できるようになりました。これにより，次
のことが可能です。

l アプリケーションのコンポーネントを学習してテストを作成：SAP アプリケーションの領域ごとに
個々のコンポーネントを作成するのではなく，アプリケーションの領域に応じて UFTにコン
ポーネントを学習させることができます。UFTは，アプリケーションのその領域のトランザクショ
ンを自動的に識別し，トランザクションごとに別々のビジネス・コンポーネントを作成します。
学習セッションが終了すると，UFTの学習結果が示され，ユーザは保持するコンポーネン
トと破棄するコンポーネントを選択できます。

l 変更検出モードでのテスト実行と変更点によるコンポーネントの更新：SAP アプリケーション
でのテストを変更検出モードで実行できます。これにより，アプリケーション内の変更点を
UFTに比較させ，アプリケーションの変更点に基づいてコンポーネントを更新できます。実
行が終了した時点で変更点のサマリを表示し，更新の対象を決定できます。

注 : 変更検出モードを使用できるのは，ALM 12.21，ALM 12.01パッチ 2以降，ま

たはALM 11.52パッチ 7以降を実行しているALMサーバのみです。

軽量な HTMLベースの実行結果レポート
テストまたはコンポーネントを実行したら，軽量かつ高速な HTMLベースのレポートで実行結
果を確認できます。このレポートには，テスト実行またコンポーネント実行のすべてのデータ(テ
スト・フローのステップに関する情報，エラー情報，テスト・オブジェクトおよびアプリケーション内
のオブジェクトに関する情報，スタック・トレース情報など)が含まれます。また，ほかの実行結
果のリソース(画面キャプチャ，データ・テーブルなど)も HTML実行結果レポートからのリンクと
して表示できます。

HTML レポートは，エクスポートしたりほかのユーザに送ったりすることもできます(そのユーザのコ
ンピュータにRun Results Viewerをインストールする必要はありません)。

注 : HTML レポートは，コンパクトで高速な実行結果レポートになるように設計されて

います。Run Results Viewerの全機能が含まれているわけではありません。すべての

機能が必要な場合は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［実行セッション］表示枠

(［ツール］＞［オプション］＞［一般］タブ＞［実行セッション］ノード )を使用して，結果を

Run Results Viewerで開くようにUFT を設定する必要があります。

関数ライブラリをソリューション項目として追加
テスト，コンポーネント，アプリケーション領域とまったく同じように，関数ライブラリをソリューショ
ンに追加できるようになりました。これにより，テストに関連付けられていない場合でも，関数
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ライブラリをソリューションとともに保存できます。

注 : 関数ライブラリをソリューションに追加しても，テスト，コンポーネント，アプリケーション

領域との関連付けには影響しません。

GIT との統合
GIT ソース・コード・リポジトリ内のUFTテストをUFTから直接使用できるようになりました。ソ
リューション・エクスプローラを使用して，ローカル・リポジトリに変更をコミットしたり，リモート・リ
ポジトリに変更をプッシュ/プルしたりできるため，UFTで作業する前に，エクスプローラやGit
Bash コマンドを使用して更新する必要がなくなりました。

UFTランタイム・エンジン
フル版のUFT IDE がインストールされていなくても，UFTテストを(ALM，Test Batch
Runner，継続的統合プラグインなどのツールから)実行できるようになりました。UFT をインス
トールするときに，ランタイム・エンジン・コンポーネントのみのインストールを選択できます。ラン
タイム・エンジンをインストールしたら，関連する設定をインポートまたは構成して，テストを適
切に実行できます。

新しいライセンス・メカニズム
UFTが，ライセンス・メカニズムとしてオートパスを使用し，オートパス・ライセンス・サーバとの統
合を使用するように変更されました。これにより，シート・ライセンス，コンカレント・ライセンス，
またはコミュータ・ライセンスは，ライセンスのチェックアウト，チェックイン，インストールの各手順
を補助する外部ツールを使用せずに，1つのライセンス・ウィザードでインストールできます。
オートパス・ライセンス・サーバを使用して，コンカレントとコミュータのすべてのライセンスを 1か
所から管理することもできます。

UFTに付属するオートパス・ライセンス・サーバは FIPS に準拠しており，UFT とライセンス・
サーバ間の通信プロトコルとして HTTP/HTTPS を使用します。このライセンス・サーバは，
IPv6アドレスの使用もサポートしています。

キーワード・ビューの機能強化
UFTのキーワード・ビューでいくつかの改善が行われ，操作性が向上しています。

l メソッドのパラメータを入力するときに，［パラメータ］カラムの別のセクションをクリックする必要
がなくなりました。これから入力するパラメータを示すツールヒントが指示されるようになり，
パラメータ情報をタイピングするだけで入力できるようになりました。

l テスト・オブジェクト階層がフラットなので，アクションやコンポーネントに含まれているステップ
をより簡単に確認できます。

l パラメータが取り得る値を選択するときは，キーワード・ビューからパラメータを直接追加でき
ます。［プロパティ］表示枠に戻って，パラメータを追加する必要はありません。
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EXT-JS ツールキット・サポート
Sencha EXT-JS ツールキットで作成されたWebアプリケーションのテストがUFTでサポートさ
れるようになりました。このツールキットは，Web 2.0ツールキットとしてインストールされ，EXT-
JS アプリケーションのWebサポートを拡張します。

製品の機能強化
l Flex：UFT Flex Add-inが，新しいメソッドを使用して，FlexTreeView オブジェクト内の埋
め込みコントロールをサポートするようになりました。

l SAP：Add-in for SAP Solutionsが，SAP WebDynpro Java(WDJ)アプリケーションとSAP
Fiori アプリケーションをサポートするようになりました。

さらに，Firefoxおよび Chromeブラウザで SAPUI5 Add-inがサポートされるようになりまし
た。

詳細については，『UFT Object Model Reference for GUI Testing』の「SAPWDJ」および
「SAPUI5」の項を参照してください。

l SiebelOpenUI：SiebelOpenUIツールキットが，SblOUIDropDownButtonオブジェクトでド
ロップダウン・リスト付きのボタンをサポートするようになりました。

l Oracle：Oracle Add-inが，OracleFormWindow オブジェクト用の新しいメソッドで，Oracle
アプリケーション内のメニューをサポートするようになりました。

新しい環境のサポート
l Firefoxおよび Chromeの最新バージョンのサポートの更新。特定のブラウザ・バージョンの
詳細については，『HP Unified Functional Testing使用可能製品マトリクス』を参照して
ください。

l Safari 7.1および 8
l Siebel 8.1.1.11高インタラクティブ

l Siebel 8.2.2.4高インタラクティブ

l Flex 3.6および 4.1.0
l SAPGUI 7.4
l Delphi XE7
l Hummingbird HostExplorer14(64ビット ) TE
l PowerBuilder 12.6
l Oracle 12.2.4
l VMware ESXi 5.5
l ASP .NET AJAX 4.1.5
l Ext-JS 4.2.2および 4.2.3
l Google Web Toolkit(GWT) 2.7
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フィードバックの送信

新機能を使用してお気づきになった点をお知らせください。

電子メールの宛先 : docteam@hpe.com
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